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東星学園幼稚園 

1. 本園の教育目標 

 キリストの愛の精神 人間の価値とその使命を尊ぶ 

 自立した子どもを育てる 

 

２. 本年度重点的に取り組む目標・計画 

 引き続き、子どもの自発性を大切にしながら、クラスごと、年齢混合、大小など問わず多種多 

様なプロジェクトを実行する。そのための環境設定を工夫して行う 

 来年度からの募集停止に伴い、園児数が少なくても充実した園生活を送ることができるよう、 

保育環境設定の工夫を今年度から考えていく 

 

3. 評価項目の達成及び取り組み状況 

 評価項目 評価 取り組み状況 

1 
環境構成 

子どもの主体的な活動のための環境 
B 

次の 3 点で十分な環境構成ができた。①子どもがやりたい

ことを発信できる環境づくり②年齢・発達や興味にあった素

材や道具の準備とそれを選び取る環境づくり③静と動の遊び

を楽しめる環境づくり 

課題は 2 点。①環境設定における年齢による発達のちがい

への対応 ②自分から発信するのが苦手な子どものサポート 

2 
情報共有 全職員の連携 

子どものこと 保育内容 行事 
B 

保育後に担任間で子どものこと、係の仕事のことなどについ

て日々情報共有行い、保育に生かすことができた。もっと綿

密に日頃から話し合うことでさらに連携が取りやすくなると

思われる。また、職員室との情報共有の方法を考え、担任だ

けでなく全職員が連携していけるようにする。 

3 

クラスの枠を超えた 

コミュニケーション 

全園児、全保護者との協力関係 

A  

行事や日々の活動を通してクラスや年齢に関係なく関わりを

持ち団結を深めることができた。 

保護者ともお手伝い先生や日頃の会話により保育や子どもに

ついて共有し、連携を取ることができた。 

評価（A…十分に成果があった B…成果があった C…少し成果があった D…成果がなかった） 

 

4. 総合的な評価結果 

評価 理 由 

B 

子どもの主体性を大切にして、毎日の生活や行事において、子ども自身の手作りで行うことが

できた。学年末は卒園式準備を全園児で協力して行うことにより、クラスの枠を超えた団結が

見えてきた。職員間の連携、保護者との協力関係も日々のコミュニケーションにより円滑にと

ることができ、子ども 1 人ひとりへのサポートや東星らしい行事の実施につなげることがで

きた。さらに、職員の情報共有を無駄なく無理なくできるよう工夫して、子どもが遊びこめる

環境づくりを深めていきたい。 

評価（A…十分に成果があった B…成果があった C…少し成果があった D…成果がなかった） 

 

5. 今後取り組む課題   

 課 題 具体的な取り組み方法 

1 環境設定 
縦割りの保育室の環境設定をさらに考えていく。 

保育室だけでなく、園舎、園庭の環境についても考える。 

2 職員の情報共有 
日々の情報を担任だけでなく全職員で無理なく共有する方法を作る。 

来年度の縦割り 2グループ体制での情報共有も工夫して行う。 

3 
プロジェクトの発

信と見える化 

日々の活動をプロジェクトとして認識して行うことで、さらに活動を

深め、発展させることをねらう。 

 


